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こどもエコライフチャレンジとは�
•  2005年から京都市⽴⼩学校で実施されている低炭素教

育プログラム。�
•  温暖化やエコライフに関する理解を深めるとともに、家

庭へのエコライフの浸透を図ることが⽬的�
•  対象：京都市⽴⼩学校4~6年⽣�
•  実施校数：164校（2017）�
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学び・実践・ふり返りのプログラム�

事前 
学習会	

夏・冬休み 
実践	

振り返
り学習
会	

継続 
発展	
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京都新聞 2013年5⽉29⽇掲載�



イスカンダル・マレーシア  エコライフチャレンジ(IM ELC)�
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対象学年� 5年から6年（11-12歳）*学校によって異なる�

コンセプト� （学び）→（実践）→（コンテスト）�

プログラム�
•  ワークブックを使った教員による講義�
•  ⼦ども版環境家計簿の実践�
•  プレゼンテーションコンテスト�

2013年10⽉からスタート�



•  各地域から約15校、75名の児童と30名の先⽣が参加�
•  最優秀校に選ばれた学校は、12⽉に京都を訪問し交流を

⾏った。（2013〜2015年まで継続）�

IMELC2014 Grand finals, IMIC- 101114 学校の取組を発表・交流する⼤会も開催�



IMELC 2018�
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IMELCの成果�

NOTES 
• Research 

conducted by 
UTM 

• Table provided is 
from 2014 data 

•  参加児童や学校では、エコライフの意識の向上、環境配慮型の⾏動
の実施率が⾼まっていることが確認。�

•  特に「家庭でエコライフや環境問題についての話をする」という項
⽬の改善率が最も⾼くなっている。�



IMELCの成果	
•  各校で実施しているリサイクル活動の回収量の増加や、⾬

⽔の積極的な活⽤なども⾏われるように！�
•  家庭でも独⾃の取り組みを⾏うように！�
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学校での⾬⽔利⽤�
家庭での⽣ごみ堆肥作り�

毎⽇のリサイクルプログラム�



IMELC ++ への発展�
•  2015年全校実施を経て、次なるステップとして、プログラムのバ

ージョンアップと地域コミュニティによる実施体制の構築を⽬指す！�
•  これまでの取り組みを継続しながら、各地区でモデル校をつくり普

及していく。�
•  3年間で50校以上のモデル校での実施を⽬指す。�
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事前�
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実践�
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発展�

京都をモデルとした�
児童へのフィードバックを⾏うIMELC++の
プログラムの実施体制の確⽴を⽬指す�



IMELC＋＋ 実施体制�

気候ネットワーク	
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小学校	

IMELC++�

コーディネート・トレーニング�

連携・協⼒�
サポート�

サポート� 学習会実施�

地域教育局
PPD	

サポート�

フィード
バック�

草の根協⼒事業�

PIBK（PTA）	



IMELC++の実施内容�

• コーディネーターの養成�
– 訪⽇研修の実施。�
– コーディネーターによるプログラムやツールの開発

を実施。�
• ボランティアを中⼼とした実施体制の確⽴�

– PTA・教員がプログラムの実施を担うことで継続で
きる仕組みを作る�

• 50校でのモデル実施�
– 3年間で50校以上のプライマリースクールで実施

する。�
12	



13	



14	



15	















IMELC++の成果�

• コーディネーターの養成�
– 17名のコーディネーターの訪⽇研修�
– コーディネーターによるプログラムやツールが開発

された。�
• ボランティアを中⼼とした実施体制の確⽴�

– 約400名のボランティア（PTA・教員）研修の実施。�

• 60校でのモデル実施�
– 2016年5校、2017年21校、2018年34校で実施。�
– ジョホール州内に拡⼤！�
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項⽬� 効果を表す数値�

参加校数� 403校�

参加児童数� 40,000⼈�

ごみ回収量�
リサイクル⾦額�
�

185,070ｋｇ�
RM58,664�

（￥1,558,000）�

⽔道使⽤量の削減� 21,977ｍ３�
RM32,923（￥875,000）�

電気使⽤量の削減� 72,481kWh�
RM174,925�

（￥4,647,000）�

合計�
RM266,513�

（￥7,080,000）�

IMELC2018 実績サマリー�



本資料およびイスカンダル・マレーシア・ 
エコライフチャレンジについての問合せは�

認定NPO法⼈ 気候ネットワーク�
�   �

京都事務所 豊⽥ まで�
京都市中京区帯屋町574番地 ⾼倉ビル305号�
TEL. 075-254-1011 FAX. 075-254-1012�

E-mail. kyoto@kikonet.org�
URL. http://www.kikonet.org/�
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